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第
十
条
中
「
、
第
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
八
条
の
六
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条

第
五
号
中
「
技
能
実
習
に
関
す
る
業
務
を
適
正
に
行
う
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
」
に
改

め
、
同
条
第
七
号
中
「
実
習
認
定
」
を
「
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
成
就
労
認
定
」
に
改
め
、「
者
」
の
下
に「（
密

接
関
係
法
人
育
成
就
労
又
は
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
を
行
わ
せ
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
取
消
し
の
処

分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
関
し
て
当
該
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
有
無
及
び
程
度
を
考
慮
し
て
こ
の
号
に
該
当
し

な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
、

同
条
第
八
号
中
「
実
習
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
」
を
「
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
成
就
労
認
定
を
取
り
消
さ
れ

た
者
」
に
、「
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
実
習
認
定
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
育
成
就

労
認
定
」
に
、「
及
び
第
二
十
六
条
第
五
号
」
を
「
、
第
二
十
六
条
第
五
号
及
び
第
三
十
九
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
経

過
し
な
い
も
の
」
の
下
に「（
密
接
関
係
法
人
育
成
就
労
又
は
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
を
行
わ
せ
て
い
た
者

で
あ
っ
て
、
当
該
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
関
し
て
当
該
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
有
無
及
び
程
度

を
考
慮
し
て
こ
の
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
九
号
中
「
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
の
日
前
五
年
以
内
に
」を
削
り
、

「
者
」
を
「
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を「（
育
成
就
労
計
画
の
変
更
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
実
習
実
施
者
は
、
実
習
認
定
を

受
け
た
技
能
実
習
計
画
（
以
下
「
認
定
計
画
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
は
、
第
八
条
第
一
項
、
第
八
条
の
五
第
一
項

又
は
第
八
条
の
六
第
一
項
の
認
定
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
「
育
成
就
労
認
定
」
と
い

う
。）を
受
け
た
育
成
就
労
計
画
（
以
下
「
認
定
育
成
就
労
計
画
」
に
、「
第
八
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
八
条
第
三
項

各
号
」
に
改
め
、「
第
五
号
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
八
条
の
五
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
第
八
条
第
三
項
第

五
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）又
は
第
八
条
の
六
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
第
八
条
第
三
項
第
五
号
に
係
る
部
分

を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
育
成
就
労
実
施
者
の
行
わ
せ
て
い
る
育
成
就
労
が
密
接
関
係
法
人
育
成
就
労
又
は

労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
育
成
就
労
実
施
者
の
全
員
が
共
同
し
て
当
該
認
定
の
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
八
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
条
の
五
第
三
項
及
び
第
八
条
の
六
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
前
項
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
、
第
九
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
同
項

の
認
定
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
第
一
項
第
三
号
中
「
三
年
以
内
」
と

あ
る
の
は
「
三
年
以
内
（
育
成
就
労
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
と
し
て
主
務

省
令
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
年
以
内
）」と
、
同
項
第
八
号
及
び
第
十
号
並
び
に
同
条
第
二
項
第
六
号
中

「
申
請
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
」
と
、
第
九
条
の
二
第
二
号
及
び
第
九

条
の
三
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
成
就
労
の
期
間
が
延
長
さ
れ
て
い
る
場
合
」
と
あ
る
の

は「
育
成
就
労
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。）に
、
第
八
条
第
一

項
の
認
定
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
機
構
に
、
育
成

就
労
認
定
」
に
改
め
、「
事
務
（
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
八
十
七
条
第
一
項
第
一
号
ハ

に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八
条
の

五
第
一
項
、
第
八
条
の
六
第
一
項
、
第
九
条
か
ら
第
九
条
の
三
ま
で
並
び
に
前
条
第
一
項
」
に
、「
、
第
九
条
及
び
前

条
第
一
項
」
を
「
中
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
（
第
八
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
機
構
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
条
第
二
項
、
第
八
条
の
五
第
一
項
、
第
八
条
の
六

第
一
項
、
第
九
条
か
ら
第
九
条
の
三
ま
で
及
び
前
条
第
一
項
」
に
、「
、「
機
構
」
を「「
機
構
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

中
「
第
八
条
第
一
項
の
認
定
」
を
「
育
成
就
労
認
定
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
申
請
者
は
、
第
八
条
第
五
項（
」

を
「
育
成
就
労
認
定
の
申
請
を
す
る
者
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
八
条
第
六
項
（
第
八
条
の
五

第
三
項
、
第
八
条
の
六
第
三
項
及
び
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
認
定
の
停
止
及
び
再
開
）

第
十
二
条
の
二

個
別
育
成
就
労
産
業
分
野
を
所
管
す
る
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
分
野
別
運
用
方
針
に
基
づ
き
、

当
該
個
別
育
成
就
労
産
業
分
野
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
が
確
保
さ
れ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
に

対
し
、
一
時
的
に
育
成
就
労
認
定
（
育
成
就
労
外
国
人
及
び
育
成
就
労
認
定
が
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

取
り
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
育
成
就
労
の
対
象
で
な
く
な
っ
た
外
国
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
停
止
の
措
置
を

と
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
分
野
別
運
用
方
針
に
基
づ
き
、
一
時
的
に
同
項

の
停
止
の
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
停
止
の
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
個
別
育
成
就
労
産
業
分
野
を
所
管
す
る

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
分
野
別
運
用
方
針
に
基
づ
き
、
当
該
個
別
育
成
就
労
産
業
分
野
に
お
い
て
人
材
が
不
足

す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
育
成
就
労
認
定
の
再
開
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

４

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
分
野
別
運
用
方
針
に
基
づ
き
、
同
項
の
再
開
の

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
実
習
実
施
者
若
し
く
は
実
習
実
施
者
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
若
し
く
は
育
成
就
労
実
施

者
」
に
、「
実
習
実
施
者
等
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
等
」
に
、「
監
理
団
体
若
し
く
は
監
理
団
体
」
を
「
監
理
支
援
機

関
若
し
く
は
監
理
支
援
機
関
」
に
、「
監
理
団
体
等
」
を
「
監
理
支
援
機
関
等
」
に
、「
関
係
者
」
を
「
、
関
係
者
」に
、

「
技
能
実
習
」
を
「
育
成
就
労
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
各
号
中
「
実
習
実
施
者
等
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
等
」
に
、「
監
理
団
体
等
」
を
「
監
理
支
援

機
関
等
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
実
習
実
施
者
が
認
定
計
画
に
従
っ
て
技
能
実
習
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
が
認
定
育
成
就

労
計
画
に
従
っ
て
育
成
就
労
」
に
、「
技
能
実
習
の
」
を
「
育
成
就
労
の
」
に
、「
実
習
実
施
者
に
」
を
「
育
成
就
労
実

施
者
に
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
実
習
認
定
」
を
「
育
成
就
労
認
定
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
実
習
実
施
者
が
認
定
計

画
に
従
っ
て
技
能
実
習
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
が
認
定
育
成
就
労
計
画
に
従
っ
て
育
成
就
労
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
認
定
計
画
が
第
九
条
各
号
」
を
「
認
定
育
成
就
労
計
画
が
第
九
条
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
二
項
各
号
、

第
九
条
の
二
各
号
又
は
第
九
条
の
三
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
実
習
実
施
者
」
を
「
育
成
就
労
実
施
者
」

に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
実
習
認
定
」
を
「
育
成
就
労
認
定
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
実
習
実
施
者
は
、
技
能
実
習
を
開
始
し
た
と
き
は
、」を
「
育
成
就
労
実
施
者
は
、
育
成
就
労
実
施

者
と
な
っ
て
初
め
て
育
成
就
労
を
行
わ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
開
始
後
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
認
定
の
効
力
）

第
十
八
条

育
成
就
労
外
国
人
が
新
た
に
第
八
条
の
五
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
育
成
就
労
計
画
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
新
育
成
就
労
計
画
」
と
い
う
。）に
基
づ
く
育
成
就
労
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
従
前
の
認
定
育

成
就
労
計
画
に
係
る
育
成
就
労
認
定
は
、
当
該
新
育
成
就
労
計
画
に
定
め
ら
れ
た
育
成
就
労
の
開
始
日
に
、
そ
の

効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
当
該
日
ま
で
に
当
該
新
育
成
就
労
計
画
の
認
定
を
受
け
た
育
成
就
労
実
施
者
か
ら
次
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
若
し
く
は
通
知
が
あ
っ
た
場
合
又
は
当
該
育
成
就
労
実
施
者
が
監

理
支
援
を
受
け
る
監
理
支
援
機
関
か
ら
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
技
能
実
習
」
を
「
育
成
就
労
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
企
業
単
独
型
実
習
実
施
者
」

を
「
単
独
型
育
成
就
労
実
施
者
」
に
、「
企
業
単
独
型
技
能
実
習
を
」
を
「
単
独
型
育
成
就
労
を
」
に
、「
企
業
単
独
型

技
能
実
習
生
の
氏
名
、
そ
の
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
の
企
業
単
独
型
技
能
実
習
」
を
「
単
独
型
育
成
就
労
外
国
人

の
氏
名
、
当
該
単
独
型
育
成
就
労
外
国
人
の
育
成
就
労
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
」

を
「
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
」
に
、「
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
」
を
「
監
理
型
育
成
就
労
を
」
に
、「
団
体
監
理
型

技
能
実
習
生
の
氏
名
、
そ
の
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
団
体
監
理
型
技
能
実
習
」
を
「
監
理
型
育
成
就
労
外
国
人

の
氏
名
、
当
該
監
理
型
育
成
就
労
外
国
人
の
育
成
就
労
」
に
、「
実
習
監
理
を
受
け
る
監
理
団
体
」
を
「
監
理
支
援
を

受
け
て
い
る
監
理
支
援
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
」
を
「
第
八
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

育
成
就
労
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
育
成
就
労
実
施
者
の
行
わ
せ
て
い
る
育
成
就
労
が
密
接
関
係
法

人
育
成
就
労
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
当
該

育
成
就
労
を
共
同
し
て
行
わ
せ
て
い
る
育
成
就
労
実
施
者
の
全
員
が
共
同
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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